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一

始
め
に

台
湾
は
、
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
日
本
植
民
地
支
配

の
期
間
中
に
、
近
代
法
制
度
を
導
入
し
、
台
湾
の
法
律
近
代
化
の
新
た

な
時
代
を
開
始
し
た
。
し
か
し
一
方
で
は
地
域
や
民
族
が
異
な
る
た
め
、

異
な
る
規
定
を
用
い
た
。
も
う
一
方
で
は
、
同
じ
民
族
に
対
し
て
で
あ
っ

て
も
、
植
民
地
の
支
配
政
策
の
転
換
に
よ
り
異
な
る
規
定
が
用
い
ら
れ
、

そ
の
た
め
日
本
統
治
期
の
台
湾
法
制
は
多
元
的
な
現
象
が
現
れ
て
い
る

(

１)

。

例
え
ば
台
湾
の
場
合

(

２)

、
民
商
事
項
の
規
範
は
旧
慣
か
ら
徐
々
に
日
本
法

に
向
か
っ
た
が
、
し
か
し
家
族
法
に
関
す
る
部
分

(

親
族
・
相
続)

は
、

ま
た
終
始
旧
慣
原
則
を
維
持
し
た
。

こ
こ
で
言
う
旧
慣
は
、
意
味
の
上
で
日
本
法
上
の
習
慣

(
慣
習)

と

全
く
同
じ
で
は
な
い
。
当
時
の
習
慣
に
対
し
て
の
理
解
と
は
、
成
文
法

と
非
成
文
法
の
比
較
の
下
、
習
慣
の
法
的
効
力
に
つ
い
て
の
問
題
を
探

究
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
基
本
的
に
法
的
効
力
が
あ
る
と
認
め
る
が
、

し
か
し
法
的
効
力
の
取
得
方
式
に
お
そ
ら
く
違
い
が
あ
る
。
成
文
法
の

直
接
採
用
に
基
づ
く
か
、
ま
た
は
法
院
が
法
院
の
補
充
原
則
に
基
づ
く

か
で
、
異
な
っ
て
い
る

(

３)

。
日
本
統
治
期
の
旧
慣
は
、
総
督
府
の
旧
慣
温

存
統
治
政
策
に
基
づ
き
、
そ
の
基
本
的
意
味
は
一
八
九
五
年
五
月
八
日

以
前
に
生
じ
た
台
湾
の
慣
行
を
指
し
た
。
つ
ま
り
旧
政
権
統
治
下
の
秩

序
で
あ
る
。
も
し
旧
慣
調
査
会
の
理
解
に
基
づ
く
な
ら
、
そ
の
範
囲
は

民
間
慣
行
に
限
ら
ず
、
官
の
規
定
も
含
ま
れ
る
。

旧
慣
政
策
は
法
律
分
野
の
実
践
に
お
い
て
、
立
法
と
司
法
の
二
つ
の

異
な
る
分
野
に
分
け
ら
れ
る
。
一
方
で
は
、
総
督
府
は
旧
慣
立
法
を
植

民
地
統
治
政
策
の
一
環
と
見
た
た
め
、
ま
ず
旧
慣
調
査
を
通
し
て
台
湾

人
の
旧
慣
を
把
握
し
、
こ
の
基
礎
の
上
で
、
旧
慣
立
法
を
試
み
た
。
も

う
一
方
で
、
総
督
府
法
院
は
台
湾
人
の
親
族
・
相
続
事
件
を
審
理
す
る

時
に
、
法
律
規
定
に
基
づ
い
た
と
し
て
も
、
旧
慣
を
判
断
の
基
礎
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

(

４)

。
旧
慣
立
法
は
植
民
地
政
策
の
転
換
に
よ
り

失
敗
し
た
が
、
家
族
の
旧
慣
は
一
九
二
二
年
勅
令
第
四
〇
七
号
に
よ
り
、

｢

習
慣｣

に
変
わ
っ
た
。
結
果
的
に
日
本
統
治
期
の
台
湾
人
の
家
族
法
制

は
、
総
督
府
法
院
が
事
件
の
審
理
を
通
じ
て
気
づ
き
、
理
解
し
、
再
解

釈
し
た
家
族
の
旧
慣
で
あ
る
。

旧
慣
を
認
識
す
る
過
程
の
中
で
、
家
族
生
活
中
の
人
と
土
地
の
関
係

は
、
同
時
に
総
督
府
の
戸
口
と
土
地
政
策
に
及
び
、
そ
の
結
果
台
湾
人

の
家
族
の
旧
慣
に
関
す
る
検
討
は
、
同
時
に
総
督
府
の
土
地
と
戸
口
政

策
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
特
に
家
産
と
戸
主
の
家
族
の
関
係
に
お
い
て

は
、
総
督
府
の
土
地
と
戸
口
制
度
は
関
係
が
非
常
に
密
接
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
日
本
統
治
期
の
台
湾
人
の
家
族
法
の

｢

習
慣｣

か
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ら
｢

旧
慣｣

へ
の
転
換
過
程
及
び
内
容
を
探
究
す
る
こ
と
に
あ
る
。
討

論
す
べ
き
こ
と
は
変
化
の
過
程
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
ま
ず
清
の
統
治

時
期
の
台
湾
人
家
族
の
習
慣
の
特
徴
を
指
摘
す
る

(

５)

。
そ
し
て
日
本
統
治

期
の
台
湾
人
の
家
族
法
制
に
対
し
て
旧
慣
内
容
が
帰
納
す
る
い
く
つ
か

の
特
徴
を
一
つ
一
つ
紹
介
し
た
い
。

二

清
の
統
治
時
期
の
家
制
度

―
宗
法
の
家

清
の
統
治
時
期
の
台
湾
人
の
家
族
制
度
は
い
く
つ
か
の
特
徴
に
帰
納

さ
れ
る
。
律
例
上
は
立
嫡
違
法
、
父
母
在
り
て
別
籍
異
財
す
る
を
え
ず
、

尊
長
の
教
令
権
な
ど
の
わ
ず
か
な
規
定
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら

の
規
定
は
儒
家
思
想
の
家
族
秩
序
観
を
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
現
実

社
会
の
中
で
は
、
時
代
の
変
化
の
た
め
、
ま
た
台
湾
社
会
の
特
殊
性
な

ど
の
要
素
の
た
め
、
や
は
り
あ
る
程
度
修
正
を
受
け
て
い
る
。
よ
っ
て

台
湾
人
の
家
族
制
度
に
関
し
て
は
、
な
お
民
間
の
習
慣
を
参
考
に
す
べ

き
で
あ
る
。

(

一)

宗
族
発
展
の
手
段
と
し
て
の
家

清
の
統
治
時
期
の
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣
の
特
徴
は
、
ま
ず
宗
族
の

発
展
と
家
制
度
の
関
係
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
滋
賀
秀
三
氏

の
研
究
の
中
で
は
伝
統
中
国
法
中
の
家
族
法
と
宗
の
密
接
な
関
係
を
意

識
し
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
家
族
法
の
原
理
に
対
す
る
考

察
を
展
開
し
て
い
る

(

６)

。
滋
賀
氏
が
正
確
に
指
摘
す
る
宗
の
家
制
度
に
対

す
る
影
響
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
家
産
分
別
と
諸
子
均
分
相
続
等
の
問
題

を
検
討
し
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
滋
賀
氏
の
家
族
法
に
対
す
る
理
解

は
、
や
は
り
近
代
所
有
権
と
日
本
の
家
族
法
概
念
の
影
響
を
受
け
て
い

る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
さ
ら
に
未
分
割
の
家
産

(

公
業)

と
こ
れ
に
基

づ
い
て
発
展
し
た
宗
族
と
家
制
度
と
の
間
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
は

し
て
い
な
い
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
鄭
振
満
氏
の
福
建
家
族
制
度

史
の
研
究
が
さ
ら
な
る
議
論
を
提
供
す
る
。
つ
ま
り
清
の
統
治
時
期
の

諸
子
均
分
の
原
則
は
、
思
想
上
は
宋
の
明
理
学
家
に
源
を
発
し
、
明
清

時
期
に
民
間
に
徐
々
に
影
響
す
る
こ
と
に
な
っ
た

(

７)

。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
宗
�
祭
祀
と
家
産
分
割
の
観
念
は
、
一
八
世
紀

以
後
大
量
の
福
建
・
広
東
の
移
民
が
台
湾
へ
移
住
す
る
に
し
た
が
っ
て

台
湾
に
入
り
、
こ
れ
以
後
二
〇
〇
年
の
間
に
徐
々
に
発
展
し
漢
人
社
会

翻 訳
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に
な
っ
た

(

８)

。
よ
っ
て
一
八
九
五
年
に
日
本
が
台
湾
を
取
得
し
た
時
、
こ

の
漢
人
家
族
の
生
活
形
態
は
台
湾
社
会
の
中
の
主
要
モ
デ
ル
と
な
っ
て

い
た

(

９)
。
総
督
府
の
理
解
す
る
本
島
人
の
旧
慣
は
、
つ
ま
り
こ
の
漢
人
の

習
慣
な
の
で
あ
る
。

家
は
宗
族
の
一
つ
の
分
派
で
あ
り
、
そ
の
確
保
は
家
族
が
生
存
す
る

こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
宗
族
の
継
続
の
最
良
の
証
拠
と
な
る
。
よ
っ

て
家
族
の
生
存
と
宗
の
継
続
は
、
一
体
の
両
面
で
あ
る
。
宗
族
発
展
の

観
点
か
ら
み
る
と
、
家
と
宗
の
関
係
は
、
ほ
ぼ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

最
初
の
一
家
の
主
は
、
同
時
に
ま
た
宗
の
出
発
点
で
あ
る
。
も
し
家
が

分
割
さ
れ
、
解
消
す
る
際
に
は
、
一
つ
上
の
世
代
の
家
は
消
え
、
同
時

に
一
つ
下
の
世
代
の
家
が
成
立
し
、
こ
の
よ
う
な
家
の
解
消
と
成
立
を

通
じ
て
、
宗
の
継
続
が
確
認
さ
れ
る
。
清
の
統
治
時
期
の
台
湾
人
の
家

と
宗
の
関
係
は
、
こ
の
よ
う
な
循
環
と
永
続
で
あ
る
。
も
し
宗
統
継
承

の
法
則
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
即
ち
宗
族
制
度
で
あ
り
、
も
し

客
観
的
に
観
察
で
き
る
現
実
に
存
在
す
る
家
の
組
織
の
法
制
を
言
う
な

ら
、
そ
れ
は
即
ち
家
族
制
度
で
あ
る

(

�)

。

清
の
統
治
時
期
の
律
典
の
中
に
は
、
戸
婚
田
土
銭
債
事
項
に
対
す
る

規
定
が
少
な
く
、
官
は
こ
の
よ
う
な
紛
争
に
対
し
て
、
民
間
で
調
停
を

行
わ
せ
る
傾
向
が
あ
っ
た

(

�)

。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
律
典
の
中
で
は
家

族
内
部
の
秩
序
お
よ
び
宗
�
継
承
に
対
し
て
は
、
十
分
重
視
し
て
お
り
、

服
制
図
が
律
例
の
規
定
の
前
に
置
か
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
根
本
的
な
地

位
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
律
例
中
の
各
種
の
処
罰
規
定
も
、
皆
加
害

者
と
被
害
者
の
尊
卑
関
係
を
考
慮
に
入
れ
る

(

�)

。
言
い
換
え
れ
ば
、
宗
法

秩
序
原
理
は
清
の
統
治
時
期
に
家
族
制
度
の
中
心
で
あ
っ
た
。

(

二)

宗
�
原
理
と
家
制
度

宗
の
観
念
の
清
の
統
治
時
期
の
台
湾
人
の
家
制
度
に
対
す
る
影
響
は
、

婚
姻
や
養
子
と
分
家
な
ど
の
制
度
に
反
映
さ
れ
た
。
宗
の
継
続
は
、
ま

ず
男
女
が
夫
婦
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
よ
っ
て
伝
統
中
国
法
上
特
に
婚

姻
制
度
を
重
視
し
た
。
い
わ
ゆ
る
婚
姻
は
両
家
を
う
ま
く
結
び
つ
け
る

こ
と
を
言
う
、
で
あ
る
。
婚
姻
は
宗
を
継
い
で
ゆ
く
重
要
な
役
割
が
あ

る
の
で
、
よ
っ
て
宗
を
乱
さ
ぬ
た
め
に
、
同
宗
の
結
婚
は
禁
じ
ら
れ
て

い
る
。
台
湾
の
社
会
で
は
同
宗
は
同
姓
と
理
解
さ
れ
た
の
で
、
同
姓
不

婚
の
慣
習
が
形
成
さ
れ
た

(

�)

。
ま
た
宗
を
継
ぐ
具
体
的
成
果
は
、
男
子
を

生
む
と
い
う
こ
と
に
反
映
さ
れ
、
こ
の
た
め
も
し
妻
が
子
を
生
ま
ず
、

或
い
は
男
子
を
生
ま
な
い
な
ら
、
離
婚
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

外
官
の
律
例
で
は
一
定
の
条
件
の
下
で
、
妾
を
娶
る
こ
と
を
認
め
て
い

る

(

�)

。
妾
を
娶
る
外
、
ま
た
同
宗
兄
弟
の
子
を
養
子
と
し
て
宗
�
継
承
も

で
き
る
が
、
そ
れ
を
過
房
と
い
う

(

�)

。
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家
制
度
の
目
的
は
宗
族
の
継
承
に
あ
り
、
よ
っ
て
家
族
の
中
で
新
し

い
世
代
の
宗
族
の
構
成
員
を
生
む
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
宗
�
断
絶

を
い
か
に
避
け
る
か
は
重
要
な
問
題
と
な
り
、
こ
の
情
況
の
発
生
を
避

け
る
た
め
に
生
ま
れ
た
家
族
制
度
は
、
前
述
の
妻
の
離
婚
や
、
妾
を
娶

る
以
外
に
、
二
つ
の
特
別
な
制
度
が
あ
っ
た
。
招
夫

(

�)

と
立
嗣

(

�)

で
あ
る
。

招
夫
は
家
の
む
す
め
に
夫
を
招
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
招
夫
は
制
度

上
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
家
中
の
労
働
力
に
な
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
二
は
子
を
生
む
機
能
を
担
う
こ
と
で
あ
る
。
民
間
社
会
の
中

で
招
夫
の
時
に
ど
ち
ら
を
強
調
す
る
か
は
、
招
夫
契
約
の
約
束
よ
り
判

断
す
る
。

立
嗣
は
継
承
者
を
立
て
る
の
意
で
、
死
後
の
宗
�
の
断
絶
を
解
決
す

る
た
め
に
発
展
し
て
き
た
最
も
特
徴
の
あ
る
制
度
で
あ
る
。
立
嗣
人
が

生
前
に
立
嗣
し
た
と
し
て
も
、
多
く
の
情
況
で
は
当
事
者
の
逝
去
の
後
、

妻
が
宗
親
と
立
嗣
す
る
こ
と
も
あ
る
。
立
嗣
は
同
時
に
家
産
の
分
配
問

題
に
及
ぶ
の
で
、
よ
っ
て
律
例
上
立
嗣
に
対
し
て
規
定
を
定
め
て
い
る
。

し
か
し
律
例
中
の
国
家
法
規
は
結
局
知
識
階
級
の
規
則
で
あ
り
、
台
湾

社
会
に
つ
い
て
言
え
ば
、
大
多
数
が
教
養
・
礼
節
を
身
に
つ
け
て
い
な

い
人
で
あ
っ
た
た
め
、
社
会
条
件
に
適
応
す
る
た
め
に
、
台
湾
の
習
慣

と
伝
統
中
国
法
の
原
理
が
異
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
嗣
子
の
資

格
は
、
律
例
規
定
は
同
宗
昭
穆
相
当
に
限
る
と
す
る
が
、
し
か
し
台
湾

で
は
同
姓
の
宗
親
の
人
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
異
姓
の
人
を
養
子
に
す

る
場
合
も
あ
っ
た

(

�)

。

宗
�
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
同
時
に
ま
た
家
産
分
配
に
参
与
す

る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
意
味
す
る
。
家
産
は
宗
�
継
続
を
確
保
す

る
経
済
上
の
保
障
に
な
る
の
で
、
よ
っ
て
宗
�
資
格
の
あ
る
男
性
子
孫

が
家
産
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
。
清
の
統
治
時
期
の
台
湾
人
の
家
族

制
度
の
中
、
一
家
の
長
は
家
長
で
あ
り
、
宗
�
資
格
を
継
ぐ
男
性
子
孫

は
房
と
い
う
。
各
々
の
房
は
家
産
分
割
の
後
に
各
々
独
立
の
家
と
な
る

(

�)

。

こ
の
た
め
家
産
を
分
割
し
た
と
な
れ
ば
、
家
長
の
宗
�
責
任
が
す
で
に

完
成
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
も
と
も
と
家
の
下
に
あ
っ
た
房
は
家
産
を

分
割
し
て
取
得
し
た
経
済
的
基
礎
の
上
に
立
つ
と
、
各
々
が
宗
�
祭
祀

の
責
任
を
継
承
し
て
、
新
し
い
世
代
の
家
に
な
る
。
一
つ
上
の
世
代
の

家
の
解
消
は
、
一
つ
下
の
世
代
の
家
の
成
立
を
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ

の
代
表
す
る
意
味
は
、
家
産
の
伝
承
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
宗
�
が

継
続
す
る
こ
と
に
あ
る
。

(

三)

尊
卑
関
係
の
権
威
的
構
造

家
制
度
は
宗
�
の
継
続
を
担
う
単
位
と
な
り
、
そ
の
最
も
重
要
な
任

務
は
、
自
身
の
確
実
な
生
存
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
い
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か
に
家
の
中
の
構
成
員
を
団
結
一
致
さ
せ
、
家
族
の
力
を
最
大
に
発
揮

さ
せ
る
か
が
、
重
要
な
課
題
と
な
る
。
律
例
中
の
同
居
共
財
も
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
家
族
の
団
結
の
象
徴
で
あ
る
。
清
の
統
治
時
期
の
官
の
地

方
統
治
は
、
ま
だ
直
接
社
会
に
深
く
入
っ
て
お
ら
ず
、
地
方
の
中
間
団

体
を
通
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
即
ち
宗
族
／
家
族
で
あ
っ
た
。

官
の
律
例
の
中
で
強
調
さ
れ
る
人
倫
秩
序
は
、
一
部
の
司
法
権
を
宗
族

中
の
尊
長
等
に
与
え
る
や
り
方
を
通
じ
て
、
家
族
内
部
に
も
尊
長
卑
幼

の
儒
家
の
倫
理
秩
序
を
確
立
し
た
。

こ
の
よ
う
な
儒
家
の
人
倫
秩
序
観
の
下
の
家
族
秩
序
は
、
尊
長
卑
幼

が
反
映
さ
れ
る
尊
卑

(

親
子)

・
長
幼

(
兄
弟)

秩
序
以
外
に
、
夫
婦
関

係
を
加
え
、
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
五
倫
秩
序
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
家
族
秩
序
の
原
則
即
ち
五
倫
関
係
で
あ
り
、
具
体
的
な
家

族
内
部
に
反
映
さ
れ
、
家
長
が
一
家
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
含
め
、
内

部
で
は
尊
長
を
長
と
す
る
。
そ
し
て
尊
卑
関
係
の
面
で
は
、
尊
長
の
教

令
権
に
反
映
さ
れ
る

(

�)

。
こ
れ
以
外
に
卑
幼
の
身
体
や
人
身
売
買
お
よ
び

婚
姻
同
意
な
ど
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
尊
長
と
卑
幼
の
間
の
秩
序
関
係

を
反
映
し
て
い
る

(

�)

。

律
例
の
中
に
も
父
母
・
祖
父
母
が
健
在
の
時
は
別
籍
異
財
し
て
は
な

ら
な
い
と
定
め
て
い
る
の
で
、
よ
っ
て
漢
人
の
家
の
規
模
は
大
き
い
こ

と
も
小
さ
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
外
、
家
産
分
割
す
る
際
に
、
一
部
の

財
産
を
保
留
し
て
分
割
せ
ず
、
宗
族
を
形
成
す
る
可
能
性
が
あ
る

(

�)

。
こ

の
家
族
を
超
え
る
団
体
の
成
立
は
、
未
分
割
家
産
を
基
礎
と
し
て
、
構

成
員
の
面
で
は
宗
�
資
格
を
も
つ
男
子
に
限
る
の
で
、
そ
の
た
め
宗
の

団
体
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
宗
の
団
体
は
、
財
産
と
構
成

員
の
面
で
は
宗
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
が
、
し
か
し
現
実
生
活
の
中
で

は
、
宗
族
と
家
は
依
然
と
し
て
個
別
独
立
の
団
体
で
あ
る
。

宗
族
と
家
族
は
異
な
る
団
体
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
威
体
系
を
持

つ
。
し
か
し
家
の
中
の
男
性
尊
長
死
去
の
後
、
滋
賀
秀
三
氏
の
言
う
複

合
式
家
族
に
な
る
。
そ
の
上
男
性
子
孫
が
ま
だ
幼
く
、
或
い
は
男
性
子

孫
が
い
な
い
時
に
、
女
性
尊
長
を
長
と
す
る
家
族
は
、
宗
族
の
権
威
に

直
面
し
た
と
き
に
、
律
例
上
は
明
文
が
な
い
が
、
現
実
の
中
で
お
そ
ら

く
宗
族
の
影
響
に
直
面
し
た
で
あ
ろ
う

(

�)

。

三

日
本
統
治
期
の
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣

―
戸
主
の
家
へ
の
改
変

一
八
九
五
年
に
日
本
が
台
湾
の
主
権
を
得
た
後
、
数
年
で
内
地
と
異

な
る
総
督
体
制
を
確
立
し
た
。
短
い
期
間
の
混
乱
を
経
た
後
、
一
八
九

八
年
に
日
本
民
法
の
施
行
に
合
わ
せ
て
、
律
令
第
八
号
を
定
め
て
台
湾

で
日
本
民
法
を
実
施
す
る
根
拠
と
し
た
。
し
か
し
土
地
関
係
と
台
湾
人
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と
清
国
人
の
間
に
の
み
及
ぶ
民
商
事
事
項
に
対
し
て
は
、
例
外
と
し
て

旧
慣
で
処
理
し
た
。
こ
の
国
家
の
成
文
法
上
の
規
定
は
、
総
督
府
法
院

が
旧
慣
に
よ
っ
て
台
湾
人
の
家
族
の
事
柄
を
審
理
す
る
根
拠
と
な
っ
た
。

こ
の
要
求
に
基
づ
い
て
、
総
督
府
の
法
院
は
一
九
〇
〇
年
に
、
有
志
の

慣
習
研
究
会
を
設
立
し
、
口
述
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方
式
で
、
台
湾
の
民
商

事
の
旧
慣
に
対
す
る
調
査
を
展
開
し
た
。
一
方
で
、
律
令
第
八
号
の
民

商
事
は
旧
慣
に
よ
る
と
の
こ
と
は
、
新
任
の
総
督
府
の
児
玉
／
後
藤
体

制
の
旧
慣
統
治
政
策
の
一
環
で
も
あ
り
、
そ
の
目
的
は
台
湾
で
旧
慣
立

法
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
一
年
に
総
督
府
は
臨
時
台
湾

旧
慣
調
査
会
を
設
立
し
、
台
湾
の
旧
慣
を
研
究
し
そ
し
て
旧
慣
立
法
を

執
行
す
る
機
構
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
九
〇
〇
年
よ
り
、
総
督
府
は
こ
の
司
法
と
立
法
の
理

論
と
実
務
に
務
め
る
必
要
の
前
提
の
下
で
、
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣
を

発
見
検
討
す
る
作
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
総
督
府
法

院
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
旧
慣
を
調
査
す
る
目
的
は
、
運
用
に
お
い

て
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣
を
個
別
事
件
の
裁
判
の
根
拠
と
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
旧
慣
調
査
の
重
点
は
、
裁
判
の
根
拠
と
な
る
点
が

か
な
り
強
調
さ
れ
た
。
そ
し
て
旧
慣
調
査
会
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の

目
的
は
旧
慣
立
法
に
あ
り
、
よ
っ
て
調
査
は
さ
ら
に
広
範
に
向
か
い
、

同
時
に
ま
た
各
国
の
学
説
に
注
意
を
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。

両
者
の
重
点
は
異
な
る
が
、
旧
慣
調
査
会
或
い
は
総
督
府
法
院
い
ず

れ
も
、
そ
の
最
も
主
要
な
参
照
点
は
や
は
り
日
本
の
明
治
の
家
族
法
に

帰
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
日
本
統
治
期
の
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣

は
、
こ
の
よ
う
な
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
と
明
治
の
家
族
法
と
い
う

二
重
の
影
響
の
下
で
、
徐
々
に
総
督
府
法
院
と
旧
慣
調
査
会
に
発
見
／

改
変
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

(

一)

宗
族
と
家
族
の
分
離

日
本
統
治
期
の
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣
は
、
清
の
統
治
時
期
と
明
ら

か
に
違
い
が
あ
る
。
即
ち
宗
族
と
家
の
分
離
で
あ
る
。
こ
の
宗
族
と
家

族
関
係
の
分
離
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
面
に
反
映
さ
れ
る
。
一
つ
は
、

宗
族
の
法
的
地
位
の
否
定
、
二
つ
目
は
宗
�
と
家
族
関
係
の
調
整
で
あ

る
。

(

１)

宗
族
の
地
位
の
否
定

清
の
統
治
時
期
の
宗
族
が
官
の
地
方
を
統
治
す
る
協
力
団
体
と
な
り
、

族
長
が
一
定
の
政
治
と
司
法
権
力
を
も
っ
た
の
と
は
異
な
り
、
日
本
統

治
期
の
国
家
法
の
上
で
は
、
総
督
府
法
院
制
度
と
地
方
行
政
制
度
の
設

立
に
と
も
な
い
、
国
家
は
地
方
団
体
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
は
な
か
っ
た
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の
で
、
そ
の
結
果
宗
族
団
体
は
そ
の
公
法
上
の
作
用
を
喪
失
し
た
。
一

方
、
私
法
面
で
は
、
家
族
の
旧
慣
を
認
め
る
と
し
て
も
、
旧
慣
調
査
会

或
い
は
総
督
府
法
院
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
も
明
治
民
法
中
の
家
族
制
度

を
や
は
り
台
湾
の
家
族
の
旧
慣
の
枠
組
み
と
し
た
。
そ
こ
で
親
族
・
家

制
・
婚
姻
・
親
子
関
係
・
相
続
関
係
等
が
、
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣
の

中
心
的
内
容
と
な
り
、
家
制
を
超
え
た
宗
族
の
問
題
に
至
っ
て
は
、
近

代
の
家
族
法
制
と
相
対
応
す
る
関
係
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

宗
族
団
体
の
地
位
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
宗
族
財
産
が

近
代
法
の
下
の
主
体
と
し
て
明
確
で
な
い
こ
と
も
関
係
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
台
湾
人
の
慣
習
の
中
で
は
、
分
家
の
時
に
お
そ
ら
く
一
部
の
財
産

を
分
割
で
き
な
い
も
の
と
し
て
独
立
さ
せ
、
公
業
財
産
と
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
こ
の
公
業
財
産
は
つ
ま
り
宗
族
発
展
の
基
礎
と
な
る
。
し
か

し
日
本
統
治
期
の
土
地
調
査
事
業
で
、
権
利
概
念
の
影
響
を
受
け
る
に

至
り
、
財
産
は
そ
の
主
体
を
確
定
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
家
産
の

権
利
主
体
は
家
長
個
人
と
な
り
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
宗
族
財
産
は
宗

族
の
段
階
が
異
な
れ
ば
そ
の
組
織
的
な
複
雑
さ
・
簡
略
さ
に
違
い
が
生

じ
る
の
で
、
統
一
的
認
定
は
難
し
く
な
る
。
組
織
が
整
っ
て
い
る
宗
族

に
つ
い
て
は
、
そ
の
祭
祀
団
体
的
性
格
が
か
な
り
強
い
の
で
、
結
果
と

し
て
寺
廟
を
祀
る
団
体
と
な
っ
て
し
ま
う
。
家
産
分
割
の
中
の
保
留
部

分
を
公
業
と
し
て
間
も
無
い
も
の
は
、
明
ら
か
な
組
織
が
主
体
と
な
り

う
る
の
か
或
い
は
個
人
が
主
体
と
な
り
う
る
の
か
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

そ
の
う
え
近
代
法
上
は
死
者
が
権
利
主
体
と
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な

い
た
め
、
そ
の
結
果
特
殊
な
不
動
産
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
旧

慣
調
査
会
の
第
三
回
報
告
書
の
中
で
は
、
ド
イ
ツ
の
固
有
法
上
の
慣
習

学
説
を
引
用
し
て
、
そ
の
法
的
性
質
を
合
手
共
有
の
財
産
と
定
め
た
。

旧
慣
調
査
会
は
立
法
の
準
備
の
た
め
外
国
の
学
説
を
参
考
に
で
き
る

と
し
た
。
し
か
し
総
督
府
法
院
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
学
理

は
実
務
上
経
済
の
流
通
を
難
し
く
す
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
の
で
、
判

決
上
で
は
旧
慣
調
査
会
と
は
異
な
る
財
団
と
い
う
観
点
を
採
っ
て
処
理

し
た
。
つ
ま
り
、
ま
だ
整
っ
た
団
体
と
し
て
の
宗
族
財
産
に
な
っ
て
い

な
い
も
の
に
対
し
て
、
旧
慣
調
査
会
と
法
院
は
考
え
方
は
異
な
る
の
で

は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
法
律
主
体
が
特
殊
で
あ
る
こ
と
で
は
一
致

し
て
い
る
の
で
、
家
産
の
分
属
と
は
ま
た
別
の
法
的
な
課
題
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
一
九
一
〇
年
代
の
旧
慣
立
法
事
業
の
中
で
、
祭
祀
公
業
令
草
案

が
親
族
・
相
続
法
案
と
別
に
制
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
の
み
な
ら
ず
、
旧
慣
調
査
会
と
総
督
府
法
院
は
い

ず
れ
も
祭
祀
公
業
が
経
済
上
流
通
が
難
し
い
だ
け
で
な
く
、
紛
争
に
な

り
や
す
い
と
い
う
点
で
も
一
致
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
法
案
中
の
原
則

の
一
つ
は
、
祭
祀
公
業
の
設
立
を
困
難
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。
換

言
す
れ
ば
、
国
家
法
上
は
宗
族
に
つ
い
て
は
否
定
す
る
立
場
を
貫
徹
し

日本統治期台湾人の家族の旧慣

(名城 '15) 64－4－191

四
四



た
の
で
あ
る
。
こ
の
立
法
作
業
は
植
民
地
政
策
が
変
更
さ
れ
た
た
め
成

功
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
九
二
三
年
の
民
商
法
の
内
地
延
長
法
令

の
中
で
、
直
接
祭
祀
公
業
を
新
設
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た

(

�)

。
そ
の
影
響

で
、
台
湾
人
の
祭
祀
公
業
の
数
が
日
本
統
治
期
の
後
期
は
明
ら
か
に
下

降
へ
と
向
か
っ
た
。

(

２)

宗
�
と
家
族
関
係
の
調
整

宗
族
制
度
の
否
定
に
と
も
な
い
、
宗
法
原
理
の
家
族
制
度
に
対
す
る

影
響
も
修
正
に
瀕
し
た
。
例
え
ば
前
述
の
招
夫
と
立
嗣
の
問
題
で
あ
る
。

近
代
家
族
法
に
基
づ
け
ば
、
こ
の
二
つ
の
制
度
の
一
方
は
婚
姻
関
係
に

属
し
、
一
方
は
養
子
関
係
に
属
す
。
そ
の
う
ち
招
夫
と
贅
夫
の
問
題
は
、

一
般
の
婚
姻
と
の
違
い
は
夫
婦
の
性
別
に
お
い
て
法
的
地
位
を
交
換
し

て
い
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
う
え
日
本
の
民
法
に
も
同
じ
よ
う
な
制
度

が
あ
る
の
で
、
そ
の
法
律
上
の
問
題
は
小
さ
い
。
し
か
し
立
嗣
に
つ
い

て
言
え
ば
、
台
湾
人
の
慣
習
の
中
の
立
嗣
は
、
宗
法
上
の
秩
序
に
及
ぶ

も
の
で
、
同
宗
昭
穆
相
当
を
強
調
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
宗
法
秩
序

の
立
嗣
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
が
、
日
本
統
治
期
の
養
子
関
係
の
下
で
、

宗
法
秩
序
を
強
調
し
な
い
台
湾
の
民
間
の
、
過
房

[

同
姓
の
子
を
養
う]

或
い
は
螟
蛉

[

異
姓
の
子
を
養
う]

を
養
子
関
係
と
同
じ
も
の
と
し
て

し
ま
っ
た
た
め
、
家
族
法
上
は
同
じ
効
力
を
も
つ
も
の
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

養
子
関
係
か
ら
立
嗣
を
理
解
す
る
と
、
法
理
上
最
大
の
問
題
は
男
子

の
死
後
の
立
嗣
に
あ
る
。
日
本
統
治
期
の
法
院
は
死
後
養
子
と
称
し
た
。

法
院
は
旧
慣
に
基
づ
い
て
死
後
養
子
の
効
力
を
認
め
た
が
、
し
か
し
こ

の
制
度
は
遺
産
相
続
の
効
果
に
影
響
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

制
度
上
し
ば
し
ば
修
正
さ
れ
た
。
一
九
一
一
年
の
相
続
未
定
地
は
被
相

続
人
の
死
後
六
カ
月
以
内
に
遺
産
相
続
の
登
記
を
終
え
る
こ
と
を
要
求

し
た
。
一
九
一
二
年
の
旧
慣
立
法
草
案
の
中
で
も
死
後
養
子
の
期
限
を

死
後
六
カ
月
以
内
と
修
正
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
草
案
は
つ
い
に
効

力
を
生
じ
な
か
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
後
期
の
戦
争
の
時
期
に
至
る
と
、

総
督
府
法
院
は
つ
い
に
選
定
追
立
相
続
人
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
し

死
後
養
子
に
替
え
た
。
あ
わ
せ
て
追
立
相
続
人
の
選
定
を
被
相
続
人
の

死
亡
の
前
に
こ
れ
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
、
相
続
発
生
の

後
に
こ
れ
を
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た

(

�)

。
立
嗣
か
ら
死
後

養
子
に
至
る
ま
で
の
過
程
か
ら
、
宗
法
秩
序
が
い
か
に
家
族
の
旧
慣
の

外
に
排
除
さ
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
二)

個
人
主
義
の
原
則
の
導
入
と
家
族
の
旧
慣

宗
法
秩
序
は
慣
習
で
あ
る
と
認
め
る
か
ど
う
か
の
主
た
る
問
題
は
、
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宗
法
秩
序
と
近
代
法
中
の
個
人
主
義
原
則
と
の
衝
突
に
あ
る
。
衝
突
が

明
ら
か
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
法
解
釈
の
方
式
で
解
決
す
る

の
は
難
し
く
な
る
。
つ
ま
り
お
そ
ら
く
よ
り
い
っ
そ
う
早
く
家
族
の
旧

慣
の
外
に
排
除
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
財
産
の
権
利
主
体
が
関
わ

る
こ
と
に
な
る
個
人
主
体
と
成
年
と
い
う
問
題
が
そ
の
例
で
あ
る
。

(

１)

個
人
主
義
財
産
制
度
の
導
入
と
財
産
相
続
の
二
元
化

清
の
統
治
時
期
の
台
湾
人
の
家
族
の
慣
習
の
中
に
所
謂
家
産
が
あ
る
。

家
産
の
中
で
は
田
宅
土
地
が
最
も
主
要
で
あ
る
。
但
し
田
宅
土
地
等
の

家
産
は
誰
の
所
有
に
帰
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
家
産
は
家
族
生
活
を
維
持

す
る
経
済
的
基
礎
で
あ
る
の
で
、
強
調
さ
れ
る
の
は
同
居
共
食
で
あ
る
。

よ
っ
て
家
産
の
帰
属
に
つ
い
て
は
、
近
代
法
中
で
財
産
の
権
利
の
主
体

を
明
確
に
区
分
す
る
の
と
は
異
な
る
。
家
が
解
消
す
る
に
到
っ
た
時
の

み
、
各
種
の
財
産
は
均
等
に
配
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
諸
子
は
籤
で
取
得

す
る
財
産
の
内
容
を
決
定
し
た
。
よ
っ
て
清
の
統
治
時
期
の
台
湾
人
の

家
産
の
慣
習
は
、
法
律
史
研
究
の
観
点
か
ら
、
誰
が
家
産
所
有
権
の
主

体
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
家
父
長
で
あ
る
の
か
、
家
族
の
共
同

所
有
で
あ
る
の
か
を
検
討
で
き
る
と
し
て
も

(

�)

、
本
稿
に
つ
い
て
言
え
ば
、

重
要
で
あ
る
の
は
ど
の
よ
う
に
言
え
ば
理
論
上
良
い
の
か
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
歴
史
の
下
で
は
総
督
府
が
い
か
に
こ
の
問
題
を
見
た
の
か
、

そ
し
て
総
督
府
の
官
僚
の
観
点
が
、
実
質
的
影
響
力
を
も
つ
法
制
度
と

な
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
出
発
す
る
と
、
旧
慣
調
査
会
は
最
終
的
に
家

父
長
個
人
の
所
有
と
い
う
見
方
を
取
っ
て
い
る

(

�)

。
旧
慣
調
査
会
の
こ
の

見
解
は
、
総
督
府
法
院
の
見
解
で
も
あ
っ
た

(

�)

。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
少

し
も
意
外
で
は
な
い
。
日
本
の
明
治
維
新
以
降
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大

陸
法
を
継
受
す
る
過
程
の
中
で
、
個
人
を
主
体
と
す
る
権
利
体
系
は
民

法
の
核
心
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
総
督
府
は
家
産
の
理
解
を
家
父
長

個
人
の
財
産
と
し
、
そ
の
た
め
家
産
分
割
の
解
釈
を
家
父
長
個
人
の
財

産
の
相
続
と
し
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
意
味
を
変
え
た
解
釈
は
法
理

上
食
い
違
い
が
生
ず
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。
例
え
ば
家
産
分
割
は
家
父

長
の
生
前
に
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
相
続
の
観
点
か
ら

す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
生
前
の
分
割
は
生
前
相
続
と
解
釈
さ
れ
る
。
も

う
一
つ
の
問
題
は
家
産
相
続
中
の
相
続
人
の
資
格
で
あ
る
。
旧
慣
立
法

或
い
は
法
院
の
判
決
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
も
旧
慣
に
照
ら
し
て
男
性
の

子
孫
の
み
が
相
続
権
を
も
つ
と
す
る

(

�)

。
こ
の
旧
慣
の
承
認
は
、
固
よ
り

家
産
慣
習
中
の
宗
法
原
則
が
承
認
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

し
か
し
別
の
面
で
は
、
性
に
よ
る
差
別
が
当
時
は
や
は
り
当
然
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
も
言
え
る

(

�)

。

家
産
の
相
続
以
外
に
、
旧
慣
調
査
会
は
調
査
報
告
の
中
で
も
も
う
一
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つ
の
私
的
財
産
の
相
続
を
挙
げ
て
い
る
。
即
ち
家
族
の
死
亡
で
生
ず
る

財
産
の
相
続
で
あ
る
。
家
長
で
な
い
も
の
が
も
つ
財
産
は
、
そ
の
財
産

は
家
産
に
属
さ
な
い
の
で
、
よ
っ
て
家
産
の
相
続
の
旧
慣
を
適
用
し
な

く
と
も
よ
い
。
家
族
が
死
亡
し
遺
産
の
相
続
が
生
じ
た
時
に
は
、
日
本

の
民
法
上
の
遺
産
相
続
の
法
理
に
照
ら
し
て
、
相
続
人
を
決
定
す
る
。

結
果
と
し
て
台
湾
人
の
家
族
の
慣
習
の
中
で
は
、
家
産
と
私
的
財
産
の

相
続
と
い
う
二
重
構
造
を
形
成
し
た
。
両
者
は
相
続
人
の
決
定
の
上
で

は
、
台
湾
人
の
伝
統
に
基
づ
く
宗
法
原
理
と
近
代
個
人
主
義
の
法
理

(

日
本
民
法
中
の
家
族
の
遺
産
相
続
に
基
づ
く
も
の)

に
分
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

(

２)

個
人
主
義
の
尊
卑
関
係
に
対
す
る
修
正

―
成
年
・
親
権
・
後
見
概
念
の
導
入

総
督
府
が
台
湾
人
の
家
族
の
慣
習
中
に
導
入
し
た
個
人
主
義
の
原
則

は
、
家
産
の
戸
主
所
有
に
反
映
さ
れ
る
外
、
ま
た
家
族
の
権
威
構
造
の

調
整
の
上
に
も
反
映
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
最
も
明
ら
か
な
例
は
、
成
丁

概
念
を
成
年
と
解
釈
し
、
成
丁
と
な
る
人
に
完
全
な
法
的
主
体
の
地
位

を
付
与
し
た
こ
と
で
あ
る
。
台
湾
人
の
慣
習
の
中
で
は
、
尊
卑
の
間
の

関
係
に
時
間
的
制
限
は
な
い
。
慣
習
中
に
成
丁
の
制
度
が
あ
る
と
は
い

え
、
成
丁
と
な
っ
た
後
も
、
や
は
り
尊
長
権
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
総
督
府
法
院
は
家
産
関
係
の
事
件
を
処
理
す
る
中
で
、
成

年
概
念
を
導
入
し
て
母
親
の
親
権
の
干
与
を
離
れ
る
こ
と
の
法
的
基
礎

と
し
た

(

�)

。

同
様
に
成
年
概
念
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
未
成
年
者
の
後
見
の

問
題
が
あ
る
。
成
年
概
念
が
導
入
さ
れ
る
に
し
た
が
い
、
幼
年
者
の
監

督
・
養
育
す
る
権
利
に
関
わ
る
問
題
が
、
早
急
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
家
父
長
が
健
在
の
時
に

は
、
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
家
父
長
が
死
亡
し
た
後
、
こ
の
時

に
は
宗
親
の
尊
長
が
お
そ
ら
く
幼
年
者
の
母
親
と
幼
年
者
の
養
育
の
た

め
の
後
見
権
を
争
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
清
の
統
治
時
期
の
淡
新
�
案
の

例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
官
は
お
そ
ら
く
寡
婦
に
代
わ
り
分
家
し
た

と
し
て
も
、
分
家
の
後
は
な
お
婦
人
と
子
供
を
保
護
す
る
心
情
に
基
づ

い
て
家
産
の
管
理
権
を
宗
親
に
与
え
、
寡
婦
に
は
月
ご
と
に
分
配
金
を

受
け
取
ら
せ
る
だ
け
と
し
て
い
る

(

�)

。
つ
ま
り
、
保
護
の
心
情
に
基
づ
く

と
こ
ろ
か
ら
、
寡
婦
の
地
位
は
安
定
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
日

本
統
治
期
に
は
、
寡
婦
は
幼
児
の
後
見
と
財
産
管
理
権
の
上
に
立
つ
こ

と
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
法
院
が
親
権
概
念
を
導
入
し
て
、
寡
婦
が
母

親
の
身
分
で
幼
児
の
後
見
と
財
産
管
理
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
確
実
に

保
証
し
た
か
ら
で
あ
る

(

�)

。
宗
親
の
卑
幼
に
対
す
る
尊
長
権
は
、
日
本
統

治
期
の
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣
の
中
で
は
、
寡
婦
の
親
権
を
補
充
す
る
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後
見
権
で
し
か
な
か
っ
た
。

一
方
、
婚
姻
・
養
子
等
の
身
分
行
為
の
面
で
は
、
初
期
は
依
然
と
し

て
尊
長
の
権
威
的
作
用
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
一
九
二
〇
年
前
後
に

な
る
と
、
総
督
府
法
院
も
ま
た
徐
々
に
婚
姻
は
双
方
当
事
者
の
自
由
意

思
に
よ
り
成
立
し
、
婚
姻
当
事
者
は
新
婚
の
夫
婦
で
あ
っ
て
、
双
方
の

尊
長
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
た

(

�)

。

(

三)

家
族
の
旧
慣
と
戸
主
の
家

(

１)

戸
主
権
と
尊
長
権

前
述
の
個
人
主
義
の
導
入
過
程
の
中
で
、
家
産
の
主
体
・
成
年
或
い

は
親
権
制
度
を
問
わ
ず
、
ど
れ
も
み
な
戸
主
権
の
強
調
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
個
人
主
義
と
戸
主
権
の
関
係
は
、
容
易
に
日
本
の
明
治
の

家
族
法
を
連
想
さ
せ
る
。
そ
し
て
戸
主
権
の
問
題
は
、
さ
ら
に
そ
の
中

で
最
も
際
立
つ
部
分
で
あ
る
。

旧
慣
調
査
会
の
報
告
に
基
づ
け
ば
、
台
湾
人
の
家
族
の
慣
習
の
中
で

は
、
同
時
に
家
長
権
と
尊
長
権
と
い
う
二
つ
の
概
念
が
存
在
す
る
。
し

か
し
家
族
生
活
の
中
で
は
、
原
則
上
は
家
長
は
最
尊
長
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
現
実
生
活
の
中
の
例
外
的
状
況
の
下
で
は
、
往
々
に
し
て
家
長
或

い
は
最
尊
長
が
す
で
に
死
亡
し
て
い
る
状
況
が
生
じ
る
。
滋
賀
秀
三
氏

の
言
い
方
を
用
い
れ
ば
、
家
父
長
型
の
家
が
複
合
型
の
家
へ
と
変
化
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
家
父
長
が
死
亡
し
た
後
の
家
の

権
威
構
造
は
、
や
は
り
お
そ
ら
く
様
々
な
異
な
る
形
態
が
あ
ろ
う
。
鄭

振
満
の
福
建
の
家
族
に
関
す
る
研
究
が
参
考
に
な
る
。
宗
族
の
角
度
か

ら
み
る
と
、
家
の
不
完
全
性
は
宗
族
の
構
成
に
対
し
て
最
大
の
危
機
を

招
く
も
の
で
あ
り
、
家
産
の
流
失
の
可
能
性
が
あ
る
。

大
清
律
例
の
中
の
寡
婦
の
立
継
に
関
す
る
規
定
は
同
宗
の
人
を
要
求

す
る
。
即
ち
宗
族
保
護
の
意
味
が
そ
の
中
に
あ
る
。
し
か
し
も
し
す
で

に
分
家
し
た
後
に
家
父
長
が
死
亡
し
男
子
で
相
続
で
き
る
者
が
な
い
時

は
、
寡
婦
は
宗
族
と
の
間
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の
か
。
総

督
府
法
院
の
台
湾
人
に
対
す
る
旧
慣
の
問
答
の
中
で
、
宗
族
の
立
場
に

あ
る
長
は
、
こ
の
時
寡
婦
の
立
継
は
や
は
り
宗
親
の
同
意
を
取
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
法
院
は
戸
主
制
度

の
立
場
か
ら
、
寡
婦
が
も
し
戸
主
で
あ
る
の
な
ら
、
相
続
人
選
び
に
対

し
て
完
全
な
決
定
権
を
も
つ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
戸
主
権
が
宗
族
の

尊
長
に
優
先
す
る
と
の
判
決
は
、
家
の
範
囲
は
即
ち
戸
口
登
記
上
の
戸

で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
、
あ
わ
せ
て
宗
親
が
家
族
の
事
務
に
対
し
て
干

与
す
る
こ
と
を
排
除
し
た

(

�)

。

家
制
度
と
戸
主
権
を
認
め
る
状
況
の
下
で
、
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣

は
明
治
の
家
族
法
と
同
様
に
、
二
重
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
一
つ
に
は
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個
人
主
体
の
原
則
の
下
に
あ
る
親
子
と
婚
姻
制
度
を
徐
々
に
導
入
し
、

も
う
一
面
で
は
家
制
度
の
法
的
地
位
を
認
め
て
、
戸
主
と
家
族
の
間
の

関
係
と
い
う
も
の
を
与
え
た
。
し
か
し
台
湾
人
の
家
制
度
の
存
在
の
前

提
は
、
慣
習
上
こ
れ
ま
で
に
存
在
し
て
き
た
制
度
で
あ
る
。
そ
の
た
め

総
督
府
が
一
九
一
〇
年
代
の
旧
慣
立
法
の
時
期
に
戸
主
概
念
を
導
入
し

て
家
長
概
念
に
取
っ
て
代
え
よ
う
と
し
て
も
、
こ
の
戸
主
制
度
と
明
治

家
族
法
の
中
の
戸
主
は
、
資
格
や
権
利
は
も
ち
ろ
ん
相
続
の
上
で
も
、

い
ず
れ
も
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る

(

�)

。

(

２)

戸
口
・
戸
籍
制
度
と
家
族
の
旧
慣

清
の
統
治
時
期
の
台
湾
の
家
族
の
生
活
は
、
ほ
と
ん
ど
官
と
関
係
は

な
か
っ
た
。
人
民
が
紛
争
に
よ
っ
て
官
に
訴
訟
を
持
ち
込
ん
だ
時
に
の

み
、
官
は
地
方
の
長
を
通
じ
て
当
事
者
の
身
分
関
係
を
調
査
す
る
こ
と

を
始
め
た
。
明
治
の
家
族
法
は
こ
れ
と
正
反
対
で
あ
り
、
国
家
は
民
事

上
の
家
族
関
係
の
効
力
を
、
行
政
登
記
に
委
ね
て
い
た
。
よ
っ
て
日
本

の
家
族
の
内
部
の
身
分
関
係
は
、
戸
籍
登
記
で
定
ま
っ
た
。
そ
の
結
果

台
湾
人
の
旧
慣
と
し
て
存
在
す
る
家
制
度
を
認
め
た
と
し
て
も
、
こ
の

よ
う
な
台
湾
人
の
家
制
度
と
明
治
の
家
族
法
上
の
家
制
度
は
や
は
り
異

な
る
所
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
違
い
は
ほ
と
ん
ど
ま
た
二
つ
の
旧
慣
調
査
の
間
に
反
映

さ
れ
て
い
る
。
人
民
の
訴
訟
か
ら
始
ま
る
総
督
府
法
院
の
旧
慣
の
問
答

で
は
、
戸
籍
或
い
は
戸
口
の
登
記
と
い
う
方
面
の
問
答
資
料
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
し
か
し
旧
慣
立
法
を
目
的
と
す
る
旧
慣
調
査
会
で
は
、
台
湾

で
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
戸
籍
制
度
を
詳
し
く
調
査
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

さ
ら
に
日
本
の
民
法
と
比
較
を
行
な
っ
た
。
台
湾
私
法
の
中
で
は
台
湾

の
家
長
と
日
本
の
戸
主
は
い
ず
れ
も
対
外
的
に
一
家
を
代
表
し
、
対
内

的
に
は
家
族
を
統
率
す
る
が
、
た
だ
両
者
の
資
格
は
異
な
る
と
み
て
い

る
。
台
湾
の
家
長
は
最
も
目
上
の
人
で
あ
り
、
日
本
の
戸
主
は
家
督
相

続

(

嫡
長
子
、
漢
人
の
宗
子
に
相
当)

を
す
る
人
で
あ
る

(

�)

。

台
湾
に
は
戸
籍
登
記
の
慣
習
が
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
総
督
府

は
治
安
上
の
必
要
に
基
づ
い
て
、
直
ち
に
戸
口
調
査
を
行
な
い
、
一
九

〇
六
年
に
戸
口
規
則
を
実
施
し
た
。
こ
の
戸
口
制
度
は
戸
口
行
政
と
警

察
の
治
安
の
必
要
か
ら
作
ら
れ
た
の
で
、
台
湾
人
の
家
族
関
係
の
民
事

上
の
効
果
と
は
関
わ
ら
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
総
督
府
の
法
院
は
判
決
の

中
で
戸
口
の
登
記
は
台
湾
人
の
家
族
関
係
に
対
し
て
絶
対
的
効
力
は
も

た
な
い
と
再
三
指
摘
し
た

(

�)

。

戸
口
制
度
の
絶
対
的
効
力
を
否
定
し
た
と
は
い
え
、
し
か
し
内
地
と

台
湾
の
通
婚
問
題
が
浮
上
す
る
に
と
も
な
い
、
戸
口
制
度
の
戸
籍
法
化

の
呼
び
声
が
常
に
生
じ
た
。
し
か
し
一
九
二
〇
年
代
初
期
の
法
制
の
内

地
化
は
最
終
的
に
家
族
法
を
排
除
し
、
戸
籍
制
度
の
台
湾
で
の
実
施
は

翻 訳
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延
期
さ
せ
ら
れ
た
。
一
九
三
三
年
に
至
っ
て
よ
う
や
く
暫
時
戸
口
登
記

簿
を
戸
籍
簿
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

し
か
し
戸
籍
規
則
の
実
施
の
、
そ
の
最
も
主
要
な
作
用
は
内
地
と
台

湾
の
婚
姻
・
養
子
関
係
の
法
的
効
果
の
取
得
に
あ
る
。
台
湾
人
の
間
の

み
の
家
族
関
係
に
対
し
て
は
、
な
お
登
記
を
要
件
と
し
な
い
こ
と
を
維

持
し
た
の
で
あ
る
。

身
分
行
為
上
戸
口
の
登
記
を
要
件
と
し
な
か
っ
た
が
、
戸
口
制
度
は

や
は
り
台
湾
人
の
分
家
の
慣
習
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
。
台
湾
人
の

慣
習
中
の
分
家
は
、
判
断
の
基
準
は
分
産
と
竃
の
分
離
で
あ
り
、
即
ち

家
産
分
割
・
分
家
で
あ
る
。
総
督
府
法
院
は
台
湾
人
の
分
家
す
る
か
否

か
の
判
断
に
対
し
て
、
主
と
し
て
家
産
を
相
続
で
き
る
か
ど
う
か
で
判

断
し
た
。
早
い
時
期
の
判
決
は
分
家
で
き
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
は
、

即
ち
同
居
共
財
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
台
湾
戸
口
規
則

の
実
施
の
後
、
総
督
府
法
院
は
ま
ず
分
家
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
を

す
る
の
は
別
居
か
ど
う
か
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
別
居
後
に
独
立
経
営

で
あ
る
か
ど
う
か
が
分
家
で
あ
る
か
ど
う
か
の
基
準
と
な
っ
た
。
最
終

的
に
は
直
接
に
分
戸
か
ど
う
か
を
分
家
か
ど
う
か
の
基
準
と
し
た

(

�)

。
日

本
統
治
の
末
期
に
至
り
さ
ら
に
戸
主
・
家
族
の
相
続
が
家
産
・
私
的
財

産
の
相
続
概
念
に
取
っ
て
代
わ
り
、
さ
ら
に
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣
概

念
は
日
本
の
民
法
に
近
づ
い
た

(

�)

。
台
湾
人
の
観
念
の
中
の
家
の
解
消
或

い
は
宗
の
存
続
は
、
社
会
或
い
は
宗
教
上
の
意
義
を
も
つ
に
す
ぎ
ず
、

法
律
上
の
意
味
は
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四

結
び

日
本
統
治
期
の
台
湾
人
の
間
に
適
用
さ
れ
る
民
商
法
制
は
、
初
期
の

旧
慣
の
依
用
か
ら
、
後
期
の
内
地
の
民
商
法
に
よ
る
、
に
改
め
ら
れ
た

が
、
家
族
法
制
の
部
分
は
最
後
ま
で
旧
慣
の
原
則
を
維
持
し
た

(

一
九

二
三
年
の
後
も
慣
習
に
よ
る
と
し
た)

。
こ
の
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣
の

内
容
は
、
総
督
府
の
法
院
と
旧
慣
調
査
会
の
発
見
と
再
解
釈
を
経
て
お

り
、
そ
の
内
容
に
従
っ
て
言
え
ば
、
宗
族
の
家
か
ら
戸
主
の
家
へ
の
改

変
の
過
程
と
い
え
る
。
し
か
し
つ
い
に
完
成
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
宗
族
の
家
か
ら
戸
主
の
家
へ
の
改
変
は
、
植
民
地
統
治
の
過
程

の
中
の
土
地
行
政
と
戸
口
行
政
に
も
関
係
し
て
い
る
。
土
地
行
政
中
の

個
人
の
権
利
の
原
則
は
、
同
時
に
ま
た
家
産
の
権
利
主
体
の
認
定
の
原

則
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
外
、
こ
の
よ
う
な
個
人
主
義
の
原
則
は
親
子
・

婚
姻
・
養
子
等
の
身
分
行
為
上
に
も
影
響
し
た
。
戸
口
行
政
の
中
の
戸

主
の
概
念
は
、
徐
々
に
家
族
の
旧
慣
中
の
家
長
の
概
念
に
取
っ
て
代
わ

り
、
分
戸
と
分
家
の
概
念
は
徐
々
に
同
一
視
さ
れ
た
。
こ
の
外
、
各
種

の
身
分
関
係
は
登
記
で
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
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そ
の
証
拠
力
は
徐
々
に
強
化
さ
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
台
湾
人
の
家
族

の
旧
慣
は
形
式
上
も
徐
々
に
明
治
の
家
族
法
に
接
近
し
た
。

日
本
の
明
治
の
家
族
法
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
個
人
主
義
的
家
族
法

を
継
受
す
る
と
同
時
に
、
ま
た
固
有
の
家
制
度
を
残
し
た
の
で
、
市
民

法
と
戸
主
の
法
の
二
重
構
造
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
統
治
期
の

台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣
は
、
中
国
の
宗
族
の
法
の
影
響
の
あ
る
台
湾
人

の
家
族
の
慣
習
の
上
に
、
明
治
の
家
族
法
の
影
響
を
受
け
て
、
一
種
の

多
重
構
造
の
家
族
の
旧
慣
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
多
重
構
造
の
家
族
の
旧
慣
制
度
は
決
し
て
安
定
し
た
構
造
状
態

に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
日
本
統
治
期
全
体
で
は
、
台
湾
人
の
家
族

の
旧
慣
は
宗
族
と
家
族
の
並
存
す
る
宗
法
の
家
か
ら
、
日
本
型
の
戸
主

の
家
へ
と
改
変
さ
れ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
完
成
の
前
に
、
日
本
の
敗

戦
に
よ
っ
て
終
了
し
、
こ
れ
に
代
わ
っ
た
の
が
中
華
民
国
政
府
の
も
た

ら
し
た
民
法
体
制
で
あ
っ
た
。
こ
の
民
法
体
制
の
下
の
家
族
法
制
は
、

や
は
り
宗
族
の
法
を
排
除
し
、
あ
わ
せ
て
継
続
し
て
個
人
主
義
の
原
則

を
貫
徹
し
た
。
と
こ
ろ
が
家
制
度
に
つ
い
て
は
、
形
式
上
そ
の
法
的
地

位
を
保
つ
だ
け
で
、
実
際
の
意
味
は
具
え
て
お
ら
ず
、
個
人
主
義
の
原

則
が
次
第
に
台
湾
人
の
家
族
法
制
の
基
本
原
則
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

注

(

１)

地
域
に
つ
い
て
言
え
ば
、
六
三
体
制
を
通
し
て
台
湾
で
と
っ
た
特
別
の

統
治
措
置
と
法
律
で
あ
る
。
種
族
に
つ
い
て
言
え
ば
、
同
じ
く
台
湾
に
い

る
が
、
内
地
人
、
台
湾
人
或
い
は
高
山
族
原
住
民
で
異
な
る
の
で
、
異
な

る
法
律
を
適
用
す
る
。
そ
の
う
ち
内
地
人
は
日
本
の
民
法
に
よ
り
、
台
湾

人
は
各
々
民
法
或
い
は
旧
慣
を
適
用
し
た
。
し
か
し
両
者
は
い
ず
れ
も
法

律
統
治
の
範
囲
に
あ
っ
た
。
原
住
民
に
つ
い
て
は
、
日
本
統
治
時
期
は
熟

蕃
と
生
蕃
に
分
け
、
前
者
は
普
通
行
政
と
法
律
統
治
の
下
に
置
か
れ
、
後

者
は
行
政
支
配
を
採
る
も
の
の
、
法
律
統
治
は
実
施
し
な
か
っ
た
。
よ
っ

て
原
住
民
が
日
本
統
治
時
期
に
接
触
し
た
法
治
原
則
は
非
常
に
限
ら
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
統
治
時
期
の
台
湾
法
制
に
関
す
る
基
本
議
論
に
つ

い
て
は
、
参
照
、
王
泰
升

『

台
灣
法
律
史
概
論』

元
照
、
二
〇
一
二
年
。

(

２)

本
稿
の
中
で
台
湾
人
と
称
す
る
の
は
、
日
本
統
治
時
期
に
は
法
律
上
本

島
人
と
称
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
の
は
一
八
九
五
年
五
月
八

日
よ
り
前
に
台
湾
に
席
を
置
い
た
漢
人
と
、
熟
蕃
と
認
め
ら
れ
た
原
住
民

で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
概
念
は
現
在
称
す
る
台
湾
人
と
は
異
な
る
。

(

３)

参
照
、
山
田
示
元

｢

国
法
上
旧
慣
の
地
位｣

(『

台
法
月
報』

第
九
巻
第

八
号
、
一
九
一
五
年
八
月)

二
三
―
四
二
頁
。
三
好
一
八

｢

台
湾
に
於
け

る
旧
慣
の
国
法
上
の
地
位｣

(『

台
法
月
報』

第
一
〇
巻
第
四
号
、
一
九
一

六
年
四
月)

三
一
―
四
三
頁
。

(
４)

そ
の
法
的
根
拠
は
、
一
八
九
八
年
に
総
督
府
が
六
三
法
に
基
づ
い
て
制

定
し
た
律
令
第
八
号
、
一
九
〇
九
年
の
律
令
第
八
号
で
あ
る
。
一
九
二
三

年
の
後
は
法
三
号
に
基
づ
い
て
制
定
し
た
勅
令
第
四
〇
七
号
で
あ
る
。
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(

５)

こ
こ
で
は
お
そ
ら
く
清
の
統
治
時
期
に
法
或
い
は
法
律
が
存
在
し
た
の

か
と
い
う
問
題
が
あ
ろ
う
。
法
律
史
研
究
に
つ
い
て
言
え
ば
、
法
と
成
文

法
は
異
な
る
の
で
、
そ
の
た
め
近
代
以
前
の
社
会
も
同
様
に
法
は
存
在
す

る
。
例
え
ば
滋
賀
秀
三
の
中
国
家
族
法
の
原
理
に
関
す
る
研
究
は
、
即
ち

伝
統
中
国
に
家
族
法
が
存
在
す
る
と
認
め
る
前
提
で
進
め
ら
れ
た
研
究
で

あ
る
。
参
照
、
滋
賀
秀
三

『

中
国
家
族
法
の
原
理』

創
文
社
、
一
九
六
七

年
。
ま
た
例
え
ば
穂
積
重
遠
は
そ
の
親
族
法
講
義
の
中
で
も
日
本
の
古
代

は
す
で
に
親
族
法
が
存
在
す
る
と
強
調
し
て
い
る
が
、
た
だ
親
族
法
と
成

文
法
の
意
味
が
異
な
る
。
参
照
、
穂
積
重
遠

｢

親
族
法｣

七
頁

(『

現
代
法

学
全
集』

第
二
十
巻
所
収
、
日
本
評
論
社
、
一
七
九
頁)

。
し
か
し
日
本
統

治
時
期
の
官
の
立
場
は
こ
れ
ら
の
清
の
統
治
時
期
の
官
の
規
範
は
す
で
に

効
力
を
失
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
民
間
の
慣
習
は
旧
時
の
慣
行
と
同
じ
で

あ
る
、
即
ち
旧
慣
で
あ
る
と
考
え
た
。
本
稿
の
重
点
は
日
本
の
統
治
時
期

の
総
督
府
が
旧
慣
の
名
で
台
湾
人
の
家
族
制
度
に
対
し
て
変
更
を
加
え
た

こ
と
に
あ
る
の
で
、
こ
の
た
め
文
字
で
の
表
現
上
は
、
歴
史
現
場
の
総
督

府
と
旧
慣
調
査
会
等
の
立
場
か
ら
の
説
明
で
以
て
、
か
な
り
そ
の
立
場
と

態
度
を
明
ら
か
に
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
筆
者
が
清
の
統
治
時
期

の
台
湾
社
会
は
法
規
範
が
存
在
し
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
代
表
す
る

も
の
で
は
な
い
。

(

６)

参
照
、
前
掲
注

(

５)

滋
賀
秀
三
著
。

(

７)

参
照
、
鄭
振
満

『

明
清
福
建
家
族
組
織
及
其
変
遷』

北
京
、
中
国
人
民

大
学
、
二
〇
〇
九
年
。

(

８)

参
照
、
陳
其
南

『

臺
灣
的
傳
統
中
國
社
會』

允
晨
、
一
九
八
七
年
。

(

９)

一
九
〇
五
年
に
総
督
府
の
行
な
っ
た
戸
口
調
査
に
よ
れ
ば
、
台
湾
島
の

住
民
の
中
で
、
約
三
〇
〇
万
の
福
建
・
広
東
籍
の
漢
人
の
外
、
そ
の
他
数

万
人
の
平
地
原
住
民

(

熟
蕃)

及
び
十
余
万
の
高
山
族
原
住
民

(

清
の
統

治
時
期
の
生
蕃)

が
い
た
。
こ
れ
ら
の
原
住
民
族
は
言
う
ま
で
も
な
く
言

語
、
生
活
、
文
化
等
の
面
で
、
い
ず
れ
も
漢
人
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い

る
。
こ
の
種
族
上
の
複
雑
性
の
た
め
に
、
総
督
府
は
多
元
的
な
統
治
政
策

を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
参
照
注

(

１)

。

(

�)

参
照
、
臨
時
台
灣
旧
慣
調
査
會

『

台
灣
私
法』

第
二
冊
下
、
台
北
、
南

天
覆
刻
、
一
九
九
五
年

(

一
九
一
一
年)

一
八
三
頁
。

(

�)

清
の
統
治
時
期
の
法
と
裁
判
の
問
題
に
関
し
て
は
、
参
照
、
滋
賀
秀
三

『

清
代
中
国
の
法
と
裁
判』

創
文
社
、
一
九
八
四
年
。

(

�)

家
族
秩
序
の
刑
罰
規
定
に
対
す
る
影
響
に
関
し
て
は
、
参
照
、
瞿
同
祖

『

中
國
法
律
與
中
國
社
會』

里
仁
、
一
九
八
四
年
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

�)
『

台
湾
私
法』

第
二
冊
下
、
二
六
六
―
二
六
八

頁
。

(

�)

律
例
中
妾
を
娶
る
に
対
し
て
制
限
す
る
規
定
は
、
年
四
十
に
て
子
な
し

と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
民
間
の
慣
習
は
跡
を
継
ぐ
息
子
が
あ
る
か
な

し
か
、
年
が
四
十
に
な
っ
て
い
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
た
だ
資
力
が
許
す

か
ど
う
か
で
、
お
そ
ら
く
妾
を
娶
る
で
あ
ろ
う
。

(
�)

過
房
子
の
問
題
に
関
し
て
は
、
参
照
、
前
掲
注

(

�)
『

台
湾
私
法』

第
二
冊
下
、
四
六
二
―
四
六
八
頁
。

(

�)
台
湾
私
法
中
で
は
こ
の
よ
う
な
婚
姻
関
係
を
変
例
婚
を
な
す
と
称
す
。

参
照
、
前
掲
注

(

�)
『

台
湾
私
法』

第
二
冊
下
、
三
八
九
―
四
一
二
頁
。
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(

�)

ま
た
立
嗣
と
な
す
と
称
す
。
漢
人
社
会
中
の
宗
�
断
絶
を
避
け
る
た
め

に
生
ま
れ
た
制
度
の
議
論
に
関
し
て
は
、
参
照
、
前
掲
注

(

５)

滋
賀
秀

三
著
第
三
章
。

(

�)
参
照
、
前
掲
注

(

�)
『

台
湾
私
法』

第
二
冊
下
、
五
一
七
―
五
一
九

頁
。

(

�)

台
湾
漢
人
社
会
中
の
家
と
房
の
関
係
に
つ
い
て
、
参
照
、
前
掲
注(

８)

陳
其
南
著
。

(

�)

刑
律
訴
訟
子
孫
違
反
教
令
条
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
即
ち
、
凡
そ
子
孫

祖
父
母
父
母
の
教
令
に
違
反
し
、
奉
養
に
缺
く
る
と
こ
ろ
あ
る
は
、
杖
一

百
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

�)
『

台
湾
私
法』
第
二
冊
下
、
二
一
四
―
二
二
四

頁
。

(

�)

家
族
と
宗
族
の
発
展
過
程
と
両
者
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
参
照
、
前

掲
注

(

７)

鄭
振
満
著
。

(

	)

例
え
ば
淡
新


案
の
事
例
。

(

�)

参
照
、
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会

『

法
案
審
査
会
第
二
回
会
議
議
事
録』

台
北
、
著
者
、
一
九
一
一
年
、
五
九
ー
六
〇
頁
。

(

�)

参
照
、
一
九
二
二
年
勅
令
第
四
〇
七
号
第
一
五
条
。

(

)

参
照
、
曾
文
亮

｢

全
新
的

『

旧
慣』

―
総
督
府
法
院
對
台
灣
人
家
族
習

慣
的
改
造

(

一
八
九
八
―
一
九
四
三)｣

(『

臺
灣
史
研
究』

第
一
七
巻
第
一

号)

二
〇
一
〇
年
三
月
、
一
五
八
―
一
六
〇
頁
。

(

�)

例
え
ば
仁
井
田
陞
と
滋
賀
秀
三
以
来
の
伝
統
中
国
の
家
産
制
度
に
関
す

る
研
究
。

(

�)

家
産
の
対
外
関
係
に
至
っ
て
は
、
近
代
の
土
地
所
有
権
関
係
に
近
づ
く

必
要
が
あ
る
と
し
て
も
、
し
か
し
両
者
に
は
依
然
と
し
て
違
い
が
あ
る
。

即
ち
一
田
両
主
の
中
に
反
映
さ
れ
る
実
質
支
配
力
の
問
題
と
、
所
有
権
の

観
念
性
に
よ
っ
て
実
質
支
配
で
あ
る
か
ど
う
か
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
違

い
で
あ
る
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

�)
『

台
湾
私
法』

第
二
冊
下
、
五
四
九
―
五
六
〇

頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

)

曾
文
亮
論
文
、
一
三
五
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

)

曾
文
亮
論
文
、
一
三
五
頁
。

(

�)

台
湾
社
会
は
一
九
二
〇
年
代
以
後
に
至
っ
て
か
ら
か
な
り
多
く
の
両
性

の
平
等
と
い
う
要
求
が
現
わ
れ
た
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

)

曾
文
亮
論
文
、
一
三
四
―
一
三
五
頁
。

(

�)

参
照
、『

淡
新


案』

二
二
六
一
四
案
。

(

�)

も
し
こ
の
寡
婦
が
戸
主
で
あ
る
な
ら
、
総
督
府
法
院
は
ま
た
お
そ
ら
く

戸
主
権
に
基
づ
い
て
寡
婦
に
有
利
な
判
決
を
し
た
で
あ
ろ
う
。
詳
し
く
は

後
述
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

)

曾
文
亮
論
文
、
一
三
七
―
一
三
九
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

)

曾
文
亮
論
文
、
一
四
八
ー
一
五
〇
頁
。

(

�)

一
つ
の
明
ら
か
な
違
い
は
、
台
湾
人
の
戸
主
の
死
後
は
家
産
継
承
の
効

果
が
生
じ
、
諸
子
が
家
産
を
均
分
す
る
。
し
か
し
日
本
の
戸
主
の
死
亡
の

後
は
家
督
相
続
の
効
果
が
生
ず
る
。
台
湾
人
の
家
族
旧
慣
中
の
戸
主
権
概

念
の
導
入
に
関
し
て
は
、
参
照
、
前
掲
注(

)

曾
文
亮
論
文
、
一
四
六
ー

一
四
七
頁
。
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(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

�)
『

台
湾
私
法』

第
二
冊
下
、
一
九
三
―
一
九
四

頁
。

(
�)

例
え
ば
、
一
九
〇
四
―
一
九
〇
五
年
の
間
の

『

台
湾
慣
習
記
事』

中
に

は
、
こ
の
面
で
の
判
例
が
三
つ
収
録
さ
れ
て
い
る
。
参
照
、
前
掲
注

(

�)

曾
文
亮
論
文
、
一
三
四
頁
。

(

�)

参
照
、
栗
原
純｢

日
本
植
民
地
時
代
台
湾
に
お
け
る
戸
籍
制
度
の
成
立
ー

戸
口
規
則
の
戸
籍
制
度
へ
の
転
用
に
つ
い
て｣

(

台
湾
史
研
究
部
会
編

『

日

本
統
治
下
台
湾
の
支
配
と
展
開』

中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇

四
年)

二
六
七
―
三
三
七
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

�)

曾
文
亮
論
文
、
一
四
五
―
一
四
七
頁
。

(

�)

参
照
、
前
掲
注

(

�)

曾
文
亮
論
文
、
一
五
五
―
一
六
一
頁
。

補
記二

〇
一
三
年
一
二
月
七
日
、
名
城
大
学
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
・
谷
口
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て

｢

慣
習
と

『

近
代』｣

研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
二
つ
の
研

究
報
告
が
な
さ
れ
た
。
台
湾
・
中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
助
研
究
員
・
曾
文
亮

氏
に
よ
る

｢

日
本
統
治
期
台
湾
人
の
家
族
の
旧
慣
ー
宗
法
の
家
か
ら
多
重
構
造
的

戸
主
の
家
へ｣

と
、
高
岡
法
科
大
学
准
教
授
・
上
地
一
郎
氏
に
よ
る

｢

明
治
期
沖

縄
の
村
落
慣
習
法
と
土
地
制
度｣

で
あ
る
。

本
稿
は
曾
文
亮
報
告
の
報
告
原
稿
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
は
通
訳
を

前
半
部
分

(

一
章
、
二
章)

を
名
城
大
学
法
学
研
究
科
博
士
課
程
を
修
了
し
た
楊

遠
寧
君
が
担
当
し
、
後
半
部
分

(

三
章
、
四
章)

を
松
田
が
担
当
し
た
。
本
稿
の

一
章
、
二
章
は
楊
遠
寧
、
三
章
、
四
章
は
松
田
の
翻
訳
で
あ
り
、
全
体
的
な
体
裁

は
松
田
が
整
え
た
。
な
お

[
]

は
松
田
に
よ
る
補
注
で
あ
る
。
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